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２
０
１
３
年
５
月
、
福
岡
空
港
か
ら
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ン
ダ
レ
ー（
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
中
央
部
、
か
つ
て
王
宮
が
あ
っ

た
所
）へ
の
直
行
便
を
利
用
し
た
観
光

ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
私
達
夫
婦
と
知
人
の

２
夫
婦
も
参
加
し
た
。

　

私
の
叔
父
と
知
人
の
１
人
の
叔
父

が
、
ビ
ル
マ
で
戦
死
し
た
こ
と
は
、
前

に
紹
介
し
た
。

　
以
前
か
ら
、
彼
と「
ビ
ル
マ（
ミ
ャ
ン

マ
ー
）に
行
っ
て
み
た
い
ね
」と
話
し
て

い
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
南

下
し
、
ヤ
ン
ゴ
ン（
か
つ
て
の
ラ
ン
グ
ー

ン
）ま
で
の
観
光
を
し
た
。

　

ど
こ
か
で
叔
父
た
ち
の
供
養
を
す
る

場
所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
、
現

地
の
ガ
イ
ド
に
相
談
し
た
ら
、「
観
光
予

定
地
の
バ
ガ
ン
に
日
本
人
戦
没
者
の
慰

霊
地
が
あ
る
」と
教
え
て
く
れ
た
。

　

バ
ガ
ン
で
の
慰
霊
地
は
、「
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
」に
参
加
し
た
３
師
団
の
う
ち
の

「
弓
師
団
」の
戦
没
者
の
慰
霊
地
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
の
叔
父
は「
菊
」と「
龍
」の

部
隊
な
の
で
、
慰
霊
の
場
所
と
し
て
は

適
さ
な
い
か
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
こ
こ
以
外
に
慰
霊

地
は
な
い
と
い
わ
れ
、
こ
こ
で
慰
霊
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

私
た
ち
は
線
香
を
持
参
し
て
い
た
の

で
、
現
地
の
花
屋
で
花
束
を
買
っ
て
、

３
夫
婦
で
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

こ
の
旅
行
か
ら
帰
っ
て
間
も
な
く
し

て
、
10
月
に
福
岡
県
遺
族
連
合
会
主
催

で
、「
ビ
ル
マ
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
」が

編
成
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
５
月
に
行
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
ど
う

し
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
慰
霊
す
る
と

こ
ろ
も
多
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
参
加

の
申
し
込
み
を
し
た
。

　
同
年
10
月
25
日
か
ら
８
日
間
、
前
記
の

慰
霊
団
に
参
加
し
た
。総
勢
20
名
だ
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
、
ペ

ロ
ー
周
辺
で
も
、
戦
没
者
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
カ
ロ
ー
で
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の
広

場
で
、慰
霊
式
を
し
た
。
雨
だ
っ
た
の
で
、

テ
ン
ト
の
中
で
の
式
だ
っ
た
。

　

次
の
日
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
向
か
っ
た
。

ヤ
ン
ゴ
ン
で
の
夕
食
会
で
、
伝
統
舞
踊

な
ど
を
観
賞
し
た
。「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」の

伴
奏
に
よ
る
舞
踊
も
あ
っ
た
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
の
商
店
街
の
楽
器
店
で
、

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」を
見
つ
け
た
の
で
、

記
念
に
購
入
し
た
。

つ
づ
く

グ
ー
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
、

カ
ロ
ー
を
廻
っ
た
。
途
中
３
カ
所（
ヤ

ン
ゴ
ン
と
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
カ
ロ
ー
）

で
慰
霊
式
を
行
っ
た
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
に
は
日
本
人
墓
地
が
あ
り
、

そ
の
一
角
に
、
福
岡
県
戦
没
者
の
慰
霊
碑

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
慰
霊
式
を
行
っ
た
。

　

同
じ
墓
地
の
一
画
に
、
２
０
０
８
年

に
亡
く
な
っ
た
中
村
一
雄
さ
ん（『
ビ
ル

マ
の
竪
琴
』の
水
島
上
等
兵
の
モ
デ
ル

と
さ
れ
た
）の
慰
霊
碑
が
あ
っ
た
。
モ

デ
ル
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
意
外
だ
っ
た
。

　
次
の
慰
霊
地
の
ミ
ー
ト

キ
ー
ナ
は
、
菊
兵
団
の
守

備
隊
が
英
印（
イ
ギ
リ
ス

と
イ
ン
ド
）軍
に
撃
滅
さ

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
こ
を
流
れ
る
イ
ラ
ワ
ジ

河
の
砂
浜
で
、
慰
霊
式
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
、
慰
霊

の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
、

中
間
市
戦
没
者
遺
族
会
長

の
倉
田
賢
次
さ
ん
だ
っ
た
。

倉
田
さ
ん
の
父
は
ミ
ー
ト

キ
ー
ナ
の
西
南
の
モ
ー
ガ

で
戦
死
さ
れ
た
。
菊
８
９

０
４
部
隊
だ
っ
た
の
で
、

私
の
叔
父
の
菊
８
９
０
８

部
隊
と
近
い
な
と
思
っ
た
。

　

最
後
の
慰
霊
地
の
カ

ロ
ー（
シ
ャ
ン
州
）に
行
っ

た
。
日
本
軍
の
敗
北
部

隊
は
、
た
い
て
い
シ
ャ
ン

州
経
由
で
南
下
し
た
。
カ

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

中 国
（雲南省）

タ イ

サ
ル
ウ
ィ
ン
河

イ
ラ
ワ
ジ
河

●
ラシオ

●マンダレー

怒
河

河川

凡例
国境線

インド

ミャンマー
（ビルマ）

●バガン

ヤンゴン
（ラングーン）

●ペグー

●

●カロー

●
ミートキーナ

●
モーガ

▶
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
購
入
し
た
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
を
持
つ
筆
者

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
と
岡
垣
⑧

　
　
　
―  
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
戦
没
者
慰
霊
の
旅 

―

19 広報おかがき　2023.3


